

課題研究基礎　授業進行表　５回目
テーマ： プレゼンテーション技術１
目　的： プレゼンテーションの意義を理解し、実習を通じてプレゼンテーション能力を向上させる。
方　法： 講義とペアワーク
配布物：ワークシート
留意点：
	時間
	内容・授業進行
	留意事項
	PP

	１分
	出席確認　ワークシート配布
	
	１

	１分
	本日の課題確認
本日の内容確認
	
	２
３

	５分
	プレゼンテーションとは
　プレゼンの全体像を理解する
プレゼンテーション談話
　・メンデルの研究を例に、プレゼンテーションの重要性を理解する
　・山中伸弥教授やアインシュタインの言葉からプレゼンの重要性を理解する
	


・メンデルの研究の信憑性は、現在疑われているが、今では多くの人が知る研究も、発表当時はまったく世間が知らなかった。
・メンデルは数学者で、メンデルの公式を数学所として発表。生物学者からも数学者からも受け入れられなかった。
	
４

５

６　７

	２分
	課題研究とプレゼンテーション
　課題研究中にプレゼンする機会を理解する

　語源からの解説
	
・口頭説明を基本に、資料やデータなどを示しながら、聴衆の理解を求めること。
・聴衆にとってプレゼントとなるようなプレゼンが求められる。
	
８

９

	２分
	プレゼンテーションの目的
　プレゼンがもたらす効果を複合的に理解する
	
・発表が目的ではなく、知識を自分のものにできたかが重要
	
10

	２分


21分





	プレゼンテーションテクニック
　緊張の度合い・準備有無・聴衆との関係が関わってくることを理解する
プレゼンテーション実習２
　映像からプレゼンテーションスキルを探す
　見終わった後、ペアでプレゼンテーションスキルだと思ったことを共有する


	



・ICC FUKUOKA2017 カタパルトグランプリ
　e-Education　代表　三輪 開人氏のプレゼンをの映像を流す。→大絶賛されたプレゼンテーションで検索

	
23


24　25


	１分
	まとめ
	・次回もプレゼン実習を繰り返す
	26


参考資料：山中伸弥ほか（2018）．「プレゼン力」講談社
　　　　　樺沢紫苑（2018）．「アウトプット大全」サンクチュアリ出版



